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男5，361人女5，412人
世帯数2，839

　　　一今年もガンバロー一

　　　1988年の幕明けした1月1日、

　　千代地区で第2回綱引き大会が行

　　われました。

　　　男子対女子の対抗戦、どちらも

　　ゆずらずに1勝1敗1分と互角の
　　対戦でした。
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税の申告は正しくお旱めに

2月16日～3月15日申告期間

この社会あなたの税が生きている

　
今
年
も
町
・
県
民
税
や
所
得
税
な
ど
の
申
告
を
し

て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
の
期
間
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
が
、
町
で
行
う
相
談
は
別
表
の
と
お
り
で
す

の
で
、
な
る
べ
く
定
め
ら
れ
た
日
時
に
申
告
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い

町
・
県
民
税
の
申
告

　
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、
江

南
町
に
住
所
が
あ
り
昭
和
六
十
二
年
中

に
所
得
が
あ
っ
た
か
た
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、

給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
町
へ
送
ら
れ
て
い
る
か
た

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た
か
た

や
、
昭
和
六
十
二
年
中
に
江
南
町
に
転

入
さ
れ
た
か
た
は
申
告
用
紙
を
お
送
り

し
ま
し
た
の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、
申
告
が

必
要
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

　
昭
和
六
十
二
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
な
ど
の
合
計
所
得
金
額
が
、

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

　
　
　
）
」

か
た
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

○
　
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十
万

　
円
を
超
え
る
か
た

〇
　
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　
い
る
か
た

○
　
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円
を

　
超
え
る
か
た

　
　
配
偶
者
特
別
控
除

　
昭
和
六
十
二
年
の
税
制
改
正
で
配
偶

者
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
夫
の
合
計
所

得
金
額
が
八
O
O
万
円
（
給
与
年
収
で

あ
れ
ば
一
千
一
〇
万
円
）
以
下
の
と
き

に
適
用
さ
れ
、
控
除
額
は
奥
さ
ん
の
所

得
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
ま
す
。
，
こ
の
控

除
は
、
パ
ー
ト
収
入
が
九
〇
万
円
を
超

え
て
い
て
も
一
、
〇
六
五
千
円
未
満
（
所

得
税
の
場
合
は
一
、
〇
二
〇
千
円
未
満
）

で
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

場会

役場

会議室

a36－1521

午前9時～午後4時

（輪器至午後、時）

　申

告
の
さ
い
は
、
収
入
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

◎町で行う確定申告相談日程

　　農業所得者

農業・給与合算所得者

申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

該当者日月

2月16日㈹

〃17日㈱

〃18日（対

〃19日働

※時間・

）
◎住民税申告相談日程

○
　
申
告
書
（
住
所
、
氏
名
は
必
ず
記

　入し

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
）

○
　
印
か
ん

○
　
昭
和
六
十
二
年
中
の
所
得
の
基
と

な
っ
た
書
類

○
　
生
命
保
険
と
損
害
保
険
な
ど
の
支

払
証
明
書

○
　
学
生
の
か
た
は
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書

○
　
そ
の
他
機
械
化
集
団
な
ど
へ
の
支

払
証
明
書

月　　日 該　当　地　区 会　　　場

2月23日㈹ 須賀広、野原
農村センター

（農協南支所脇）

　a36－1933

〃24日㈱ 小江川

〃25日休〉 塩、板井

〃26日㈹ 柴、千代

〃29日（月） 成沢

農業総合センター

　君36－1934

3月1日㈹ 三本、上新田

〃2日㈱ 押切

〃3日休） 樋春

〃4日樹 御正新田

〃5日（±） 三本、押切、樋春の一部 役場会議室
a』36－1521

）
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申
告
す
る
と
所
得
税

が
還
付
さ
れ
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た

で
も
、
次
の
よ
う
な
か
た
は
確
定
申
告

を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

　
得
し
た
か
た
。

○
　
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た
。

○
　
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就

　
職
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を

　
受
け
な
か
っ
た
か
た
。

　
　
医
療
費
控
除

　
本
人
や
生
計
を
ひ
と
つ
に
し
て
い
る

家
族
が
病
気
な
ど
の
た
め
、
昭
和
六
十

二
年
中
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
分
の
医

療
費
が
「
五
万
円
」
ま
た
は
「
年
間
所

得
の
五
％
」
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額

を
超
え
る
か
た
。

　
　
　
（
（

　
医
療
機
関
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。
　
”

　
　
住
宅
取
得
特
別
控
除
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
自
分
が
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
新
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

築
し
た
り
、
住
宅
を
購
入
し
た
か
た
で
、
．
”

一
定
の
要
件
に
該
当
し
た
か
た
。
登
記
　
旧

簿
腰
本
、
住
民
票
抄
本
、
借
入
金
残
高
　
…

証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
田

※
　
還
付
金
の
受
領
は
、
銀
行
、
農
協

　
な
ど
の
預
金
口
座
へ
の
振
り
込
み
が

　
便
利
で
す
。
金
融
機
関
名
、
預
金
、

　
口
座
番
号
を
記
入
す
る
と
、
あ
な
た

　
の
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
申
告
書
は
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

税
の
お
問
い
合
わ
せ

■
町
・
県
民
税
関
係

　
役
場
税
務
課
　
雪
三
六
ー
一
五
二
一

　
　
（
内
線
二
三
四
・
二
五
四
）

■
所
得
税
関
係

　
熊
谷
税
務
署
　
8
二
一
ー
二
九
〇
五

　
熊
谷
税
務
相
談
室
a
二
四
i
七
九
六
一

　
　
　
税
の
標
語
入
選
さ
れ
る

　
昭
和
六
十
二
年
度
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
が
募
集
さ
れ
、
数
多
い
作
品
の
中

か
ら
次
の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
熊
谷
税
務
署
長
賞

　
　
税
金
は
国
と
郷
土
の
栄
養
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
一
年
生
　
馬
場
　
万
陽

　
熊
谷
税
務
署
管
内
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

　
　
税
金
を
納
め
て
明
る
い
家
庭
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
二
年
生
　
新
国
　
綾
子
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（

　
（

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
八
万
円

ま
ご
こ
ろ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

戸
成
　
沢

三
　
本

上
新
田

上
押
切

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
昨
年
十

二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ

月
間
「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お

正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
総

額
八
十
八
万
一
千
五
十
六
円
と
い
う
多

額
の
募
金
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
得
ら
れ
ま
し
た
。
麹

　
協
議
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
善
意

の
募
金
を
配
分
委
員
会
に
諮
り
町
内
の

低
所
得
世
帯
・
母
子
世
帯
・
身
体
障
害

者
世
帯
・
老
人
世
帯
の
か
た
が
た
や
、

町
内
の
福
祉
施
設
を
は
じ
め
入
所
者
の

皆
さ
ん
に
、
町
民
全
部
が
明
る
い
お
正

月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い

を
こ
め
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
ご
報
告
し
て
、

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん

や
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
に
対

し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
囑

　
　
　
男

募
金

　
　
九
〇
、

　
　
二
九
、

　
　
一
四
、

　
　
一
九
、

八
○
○
円

四
〇
〇
円

○
○
○
円

六
九
〇
円

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
　
原

小
江
川

塩
板
井

柴
千
代

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

畜
産
試
験
場

小
原
療
養
所

　
な
お
、

　　一二一三一五四一六一一一
五一七三一四一三三五一二八二、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、　　 、

　
　
　
　
戸
別
募
金
の
ほ
か
に
、

か
た
が
た
か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
好
意
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
あ

げ
る
と
と
も
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　
一
般
受
付

野
原
鈴
木
法
子
さ
ん
五
〇
、
O
O
O
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
部
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
、
O
O
O
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
O
O
O
円

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
熊
谷
支

部
一
二
、
O
O
O
円

四
〇
〇
円

○
O
O
円

O
O
O
円

二
〇
〇
円

五
〇
〇
円

八
O
O
円

二
〇
〇
円

八
○
○
円

七
〇
〇
円

二
〇
〇
円

四
〇
〇
円

二
〇
〇
円

○
O
O
円

○
O
O
円

　
　
次
の

御
正
新
田
浄
安
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、

樋
春
南
真
光
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
、

下
押
切
宝
憧
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、

塩
常
安
寺
檀
信
徒
会
一
〇
、

千
代
普
門
寺
檀
信
徒
会
八
、

須
賀
広
繹
迦
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
、

江
南
町
役
場
職
員
　
二
八
、

江
南
幼
稚
園
　
　
　
二
、

小
江
川
　
高
田
民
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、

O
O
O
円

二
…
円

O
O
O
円

O
O
O
円

一
〇
〇
円

九
〇
〇
円

五
七
〇
円

〇
七
三
円

○
○
○
円

§
一
認

●
ぞ
う
き
ん
・
ふ
き
ん

　
　
　
　
二
百
七
十
六
枚
を
贈
る

　
昨
年
末
、
町
の
日
赤
奉
任
団
の
皆
さ

ん
よ
り
ぞ
う
き
ん
一
五
二
枚
、
ふ
き
ん

一
二
四
枚
で
合
計
二
七
六
枚
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
町
内
の
南
・
北
小
学
校
、

中
学
校
、
と
ち
の
実
の
郷
へ
贈
り
大
変

よ
ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
。
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議
会
第
四
回
定
例
会

　
昭
和
六
十
二
年
第
四
回
定
例
会
が
、
十
二
月
十
七

日
に
開
催
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
五
議
案
と
意
見
書
二
件
、
陳
情
書
一
件
の

審
議
を
行
い
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
そ
れ
ぞ
れ
定
員
四
名
を
選
挙
（
指
名
推

せ
ん
）
し
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
及
び
審
議
さ
れ
た
議
案
な
ど
の
概
要

と
議
決
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
江
南
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
　
　
　
（
原
案
可
決
）
、

　
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
の
も
の
で
す
。

●
県
北
隔
離
病
舎
組
合
規
約
の
【
部
を

　
変
更
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
組
織
団
体
で
あ
る
神
川
村
が
町
制
施

行
し
、
神
川
町
と
名
称
変
更
し
た
の
で

一
部
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

の
も
の
で
す
。

●
昭
和
六
十
二
年
度
江
南
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
一
一
号
）
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
二
億
一
千
九
百
九
十
万
六

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
十
七

億
三
千
五
百
三
十
五
万
五
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
一
億
七

千
三
百
四
十
二
万
円
、
国
・
県
支
出
金

四
千
九
十
二
万
八
千
円
な
ど
で
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
凸
諸
支
出
金
一
億
五
千

万
円
、
農
林
水
産
業
費
四
千
六
百
十
万

　　i議会用語の豆知識
　　：
）　：1〉補正予算く

　　i　予算の成立後に生じた事由に基
　　：づいて、既定の予算に追加、その
』）雛ほかの変更を加える必要が生じた

　　iときに調整される予算をいいます。

　　：年度開始前に議会の議決を経て
　　：成立する当初予算は、その年度に
　　：予想されるすべての歳入歳出を見
　　1込んで編成されます。しかし、年
　　：度の途中で、災害の発生、政策の
　　：変更、制度の改正などがあるとき、
　　iこれらの事態に対応するために、

　　：既定予算の金額または予算科目に
　　ロ　　：変更を加えることがあります。

　　1

四
千
円
、
総
務
費
九

百
三
十
六
万
円
、
教

育
費
八
百
七
十
万
一

千
円
な
ど
で
す
。

●
昭
和
六
十
二
年
度

江
南
町
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

　
（
原
案
可
決
）

資
本
的
収
入
及
び

支
出
で
は
、
収
入
一

千
五
百
十
万
円
、
支
出
三
千
二
百
九
十

二
万
円
を
追
加
し
、
収
入
総
額
二
千
二

百
三
十
万
円
、
支
払
総
額
一
億
四
千
五

百
八
十
三
万
二
千
円
と
し
て
、
収
入
額

が
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
一
億
二

千
三
百
五
十
三
万
二
千
円
は
過
年
度
損

益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
も
の

で
す
。

●
昭
和
六
十
二
年
度
農
山
村
集
落
排
水

整
備
モ
デ
ル
事
業
第
『
O
『
工
区
処

　
理
施
設
工
事
　
　
（
原
案
可
決
）

〔
契
約
の
金
額
〕
四
千
八
十
一
万
円

〔
契
約
の
相
手
方
〕

古
郡
・
光
栄
共
同
企
業
体

〔
工
　
期
〕
契
約
の
日
か
ら
昭
和
六
十

　
三
年
三
月
十
日
ま
で

　
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
任

期
満
了
に
な
る
選
挙
管
理
委
員
・
同
補

充
員
の
選
挙
が
第
四
回
定
例
会
で
行
わ

れ
指
名
推
せ
ん
に
よ
り
次
の
皆
さ
ん
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

●
選
挙
管
理
委
員
（
四
名
）

　
　
　
小
島
孫
　
一

江
南
町
大
字
樋
春
一
一
八
五
番
地

　
　
　
飯
島
虎
芳

江
南
町
大
字
板
井
六
五
五
番
地

　
　
　
舟
橋
貞
助

江
南
町
大
字
御
正
新
田
二
三
二
番
地
一

　
　
）
　
）

　
　
　
駒
井
利
次

江
南
町
大
字
小
江
川
一
五
六
九
番
地

●
補
充
員
（
四
名
）

　
長
谷
川
　
高
　
雄

江
南
町
大
字
三
本
一
八
九
一
番
地

　
水
野
辰
　
三

江
南
町
大
字
成
沢
一
〇
五
八
番
地
一

　
黒
田
年
男

江
南
町
大
字
押
切
六
五
九
番
地
一

　
笠
原
　
　
満

江
南
町
大
字
野
原
七
四
番
地

　
な
お
、
一
月
八
日
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
、
委
員
長
と
委
員
長
代
理
が
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
長
小
島
孫
一
同
代
理
飯
島
虎
芳

●
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
に
関
す

　
る
意
見
書

　
現
在
、
国
で
審
議
さ
れ
て
い
る
案
は
、

国
庫
負
担
を
減
じ
、
地
方
負
担
増
加
の

方
向
に
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
地
方
財
政
の

中
で
負
担
増
の
回
避
を
願
い
、
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
十
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
推

　
進
に
関
す
る
意
見
書

　
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
る
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
財
源
確
保
を
願
い
、
内
閣
総

理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
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火災

　2月29日～3月13日
消えたかな！　気になる

　あの火もう一度

　　　火の用心7つのポイント　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義
1・寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。　1

2．子供は、マッチやライターで遊ばせない。　　　摯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓬
3。風の強いときは、た：き火をしない。　　　　　1

4．天ぷらを揚げるときは、その場をはなれない。　1

5．家のまわりに燃えやすいものを置かない。　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を6．ふろの空だきをしない。　　　　　　　　　　　茎

7．ストーブには、燃えやすいものを近づけないd　肇

　
　
（
（

　
今
年
も
春
季
の
火
災
予
防
運
動
が
、
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
季
節
風
が
強
く
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
の
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
、
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
火
災

予
防
に
つ
い
て
認
識
し
、
恐
ろ
し
い
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発

運
動
の
重
点
目
標

　
“
消
え
た
か
な
！
気
に
な
る
あ
の
火

も
う
一
度
”
を
統
一
標
語
と
し
て
、

○
お
年
寄
、
病
気
、
身
体
不
自
由
者
、

　
乳
幼
児
な
ど
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底
。

○
家
庭
内
及
ぴ
地
域
で
の
防
火
対
策
の

推
進
。

○
百
貨
店
、
旅
館
、
飲
食
店
な
ど
不
特

定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
防
火
対

　
象
物
の
防
火
安
全
の
確
保
。

○
防
災
機
器
な
ど
の
普
及
の
推
進
。

▼1月10日　出初め式での一斉放水

生
防
止
対
策
の
推
進
。

を
運
動
の
重
点
目
標
と
し
て
ま
す
。

火
災
発
生
状
況

　
昨
年
の
火
災
発
生
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
昨
年
の
町
内
に
お

け
る
火
災
発
生
件
数
は
五
件
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
建
物
火
災
は
三
件
で
そ
の

他
の
火
災
が
二
件
で
し
た
。

　
焼
損
面
積
は
二
百
二
十
九
平
方
材
で

昭和62年市町村別火災統計

（
　
（

損
害
額
は
九
百
七
十
八
万
七
千
円
に
も

の
ぼ
り
ま
し
た
。
　
（
図
参
照
）

　
こ
れ
は
、
一
昨
年
と
比
較
し
て
件
数

で
二
件
、
損
害
額
で
九
百
三
十
五
万
八

千
円
も
増
加
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
原
因
の
第
一
位
は

た
き
火
に
よ
る
も
の

　
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
に
お
け
る

出
火
原
因
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は
、

た
き
火
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は

火
の
粉
が
飛
ん
で
思
わ
ぬ
火
災
を
起
こ

し
た
り
、
消
し
忘
れ
な
ど
の
不
注
意
か

ら
発
生
し
た
も
の
で
す
。

　
次
に
、
放
火
及
び
放
火
の
疑
い
、
ガ

ス
レ
ン
ジ
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ

放
置
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
瞬
の
う
ち
に
す
べ
て
を
灰
に
し
て

し
ま
う
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
、
尊
い
人

区
分

　
　
市
町
村
別

火災発生件数 死傷
者数

建　物

林
野
車
両

そ
の
他
合
計
死
者

負
傷
者

全
焼
半
焼

部
分
焼

江南町 1 1 1 2 5
熊谷市 9 2 25 7 11 54 2 12

妻沼町 4 1 4 10 19 2
大里村一 1 1 2 4
合　計 15 4 30 8 25 82 2 14

命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

一
人
一
人
が
ふ
だ
ん
か
ら
火
の
元
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

出火原因 件数

たき火 18

放火及び放火の疑い 17

ガスレンジ・ガスコンロ 6
火遊び 5
たばこ 5
風呂かまど 2

〉
原
因
別
火
災
発
生
件
数

（江南町）火災発生状況

区
分
　
　
　
年
　
別

火災発生件数 焼損面積 死傷者数 損　害　額（千円）

建
物
林
野
車
両

そ
の
他
合
計

建
物
㈹

林
野
（
a〉

車
両

そ
の
他
死
者

負
傷
者
建
物

収
容
物

そ
の
他
合
計

61年 1 1 1 3 1 15．
／

414 429

62年 3 2 5 229 7，079
2，363

／

405 9，787
／
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家
族
み
ん
な
で

交
通
災
害
共
済
に
こ
加
入
を

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事

故
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
み
な
さ
ん
に

見
舞
金
を
支
給
し
、
み
な
さ
ん
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
三
十
四
人
の
か
た

に
、
見
舞
金
合
計
二
百
七
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
。
　
（
グ
ラ
フ
参
照
）

　
現
在
、
町
で
は
七
千
二
百
五
十
人
の

か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
三
月

三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
三
月
十
日

よ
り
受
付
け
ま
す
。

　
申
し
込
み
書
は
、
区
長
さ
ん
や
幼
稚

園
・
小
・
中
学
校
の
ご
協
力
に
ょ
っ
て

配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
む
場

合
、
一
般
会
員
の
か
た
は
会
費
を
添
え
、

区
長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
　
（
本
年
三
月
に
中
学
校
を
卒

業
す
る
か
た
は
、
一
般
会
員
に
な
り
ま

す
。
）

　
ま
た
、
中
学
生
以
下
は
、
幼
稚
園
・

小
・
中
学
校
で
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま

す
。■
加
入
で
き
る
か
た

　
町
内
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
、
又
は
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
か
た

■
会
費

　
一
般
会
員
は
、
年
額
七
百
円
・
中
学

生
以
下
の
会
員
は
、
年
額
三
百
円
で
す
。

■
共
済
の
有
効
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
ヵ
年
間
（
中
途
加
入
の
場
合

は
、
会
費
を
納
入
し
た
時
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。
）

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
な
ど

に
乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落
、

転
覆
し
た
事
故
及
び
歩
行
中
こ
れ
ら
の

乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
場

合
。■
見
舞
金
の
請
求
期
間

　
会
員
の
か
た
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た

場
合
、
治
療
中
で
あ
っ
て
も
役
場
窓
口

へ
見
舞
金
の
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
請
求
期
限
は
事
故
発
生
日
か
ら

一
年
以
内
で
す
。

　
請
求
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り

で
す
。
一
、
交
通
事
故
証
明
書
、
ま
た
は
交
通

　
事
故
申
立
・
現
認
書

二
、
医
師
の
診
断
書

三
、
会
員
証

四
、
印
か
ん

※
申
請
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
・
総
務
課
交
通

災
害
共
済
係
雪
三
六
－
一
五
二
一
内
線

二
二
六
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
舞
金
額

百
万
円

六
十
万
円

二
十
万
円

十
七
万
円

十
四
万
円

十
一
万
円

八
万
円

五
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
五
千
円

一
万
円

人
数
　
1
0

）

）

1

成
人
病
は

　
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
高
血
圧

症
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
成
人
病
に
よ
る

死
亡
が
、
総
死
亡
の
六
五
％
近
く
を
占

め
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
と
り
わ
け
成
人
病
は
習
慣
病
と
も
い

わ
れ
、
長
い
間
の
生
活
様
式
と
深
い
関

連
が
あ
り
、
四
十
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か

ら
急
増
し
て
い
ま
す
。
平
穏
な
日
常
の

中
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
い
る
と
、

そ
の
裏
で
「
病
気
」
や
「
死
」
が
顔
を

の
ぞ
か
せ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で

す
が
、
人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る
今
日
、

成
人
病
の
予
防
は
何
よ
り
大
切
で
す
。

　
一
一
月
一
日
～
七
日
は
『
成
人
病
予
防

週
間
』
1
さ
あ
、
い
ま
か
ら
で
も
遅

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
な

り
の
健
康
づ
く
り
を
！

習
慣
病

大
切
な
の
は

　
　
正
し
い
食
生
活

藩潔
　　　栄
2。モ…養
oぐ＿警
　鶴　　　　　　　　　　　●

．墾鯵寸

　
昨
日
ま
で
バ
リ
バ
リ
と
働
い
て
い
た

五
十
歳
の
人
が
脳
出
血
で
倒
れ
た
場
合
、

そ
の
原
因
と
な
る
高
血
圧
な
ど
の
病
気

の
芽
は
、
す
で
に
二
十
～
三
十
歳
代
に

は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
病
気
の
芽
を
も
っ
て
い
る

人
が
、
日
常
の
不
健
康
な
生
活
習
慣
を

続
け
る
と
、
こ
れ
が
引
き
が
ね
と
な
っ

て
、
病
気
の
発
生
に
つ
な
が
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
大
切
な
の
は
、

正
し
い
食
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
で
す
。
そ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

　
炭
水
化
物
、
脂
肪
、
タ
ン
パ
ク
質
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
っ
た
栄
養

圏
な
ー

、し

　
　
　
　
　
　
　
熟
“
う
’

　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

纏
㎜
瑠
翻

⑳



広報こうなん（7昭和63年2月1日

（
ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縣
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　　　　　　　　　　　　一成人おめでとう一
　1月15日、勤労福祉センターで成人式が行われ128人が式典に出席しました・成人になられ
た喜びの中にも緊張をかくしきれない気持ちで、記念撮影をしています。この日は、権利とと
もに、責任の大きさをあらためて自らに念を押す日でもあります。
　これからは、立派な社会の一員として責任ある行動が要求されます。

　　　一ジョギング大会一
　1月2日、第5回町民ジョギング大会が行われ275名
のみなさんが参加しました。子供からお年寄りまでおも
いおもいに走り、新春の走り初めをしました。

　　　一受験シーズン到来一
　2月に入り、野原の文殊寺では受験シーズンの到来で
受験生や、ご両親が合格祈願におとずれ、困ったときの
“神さならぬ“仏ヤだのみの姿が見られます。

（
　
（

素
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
塩
分
を
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

　
と
り
す
ぎ
る
と
、
高
血
圧
や
脳
卒
中

の
原
因
に
。
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
を
目

標
に
、
調
理
の
上
で
も
工
夫
を
。

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
た
め
す
ぎ
な
い

　
よ
う
に

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
悪
者
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
体

に
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ゆ
と
り
を
も
っ
た

健
康
づ
く
り
を

　
イ
ラ
イ
ラ
、
カ
リ
カ
リ
し
て
精
神
的

な
ゆ
と
り
が
な
い
の
は
、
不
健
康
の
バ

ロ
メ
ー
タ
i
。
ア
ル
コ
ー
ル
、
た
ば
こ

と
も
上
手
な
お
つ
き
あ
い
を
。

　
　
　
　
　
　
“
酒
は
百
薬
の
長
”
と

お
　
酒

　
　
　
　
　
　
　
い
わ
れ
、
心
身
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
は

肝
臓
障
害
や
消
化
器
の
病
気
の
元
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
ー

●
週
に
二
日
は
休
肝
日
を

●
飲
食
時
に
は
タ
ン
パ
ク
質
や
野
菜
を

　
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
楽
し
く
飲
み
、
適
量
で
抑
え
る
努
力

　
を
　
　
　
　
　
　
喫
煙
を
す
る
と
、
一

た
ば
こ

　
　
　
　
　
　
般
的
に
が
ん
に
な
り

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
て
、
こ
う
頭
が

ん
は
約
十
四
倍
、
気
管
支
・
気
管
・
肺

が
ん
は
約
三
・
八
倍
の
危
険
が
増
す
と

い
う
デ
ー
タ
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
煙
の
実
践
は
お
子
さ
ん
の
“
防
煙
”

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ

ス
ト
レ
ス

　
　
　
　
　
　
ま
な
い
こ
と
も
成
人

病
を
予
防
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
次
の
よ
う
な

点
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

●
適
度
な
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を

●
う
ち
こ
め
る
趣
味
を
も
と
う

●
家
族
や
友
人
と
の
会
話
を
大
切
に
し
、

　
と
き
に
は
旅
行
で
気
分
転
換
を

根
気
よ
く
続
け
る

こ
と
が
第
一

　
健
康
診
断
の
目
的
を
大
き
く
分
け
る

と
、
自
覚
で
き
な
い
潜
伏
し
て
い
る
病

気
を
発
見
す
る
こ
と
、
そ
し
て
将
来
、

病
気
に
発
展
す
る
か
も
し
れ
な
い
身
体

的
条
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
の
二
つ
に
な
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
病
気
で
も
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
肝
心
で
す
。
仲
問
同
志
で
誘

い
合
っ
て
、
積
極
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
の
も
い
い
方
法
で
す
。

　
そ
し
て
自
分
の
健
康
管
理
を
根
気
よ

く
続
け
る
こ
と
が
、
成
人
病
予
防
に
た

い
へ
ん
有
効
な
の
で
す
。
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纏覇蒙覇薩嚢垂鄭行政・心配ごと相談痛碁よ贔とするものです・　i

　老人大学校生を募集iの果篶驚欝諜瞭i肇鷲謬旱欝～2醐）i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
■応募資格　　　　　　　　　　　　：火曜日にご相談に応じています。　1□会　場　　　　　　　　　　　　　：
　県内在住の満60歳以上（4月1　：　どうぞお気軽にご相談ください。：　埼玉会館郷土資料室　　　　　　：
日現在）で通学可能なかた。ただ　i■日　時　　　　　惑　　　　　　i■入場料　　　　　　　　　　　　i

し、過去に老人大学校を卒業され　i　2月23日（火）9時半r正午　　　i　無料　　　　　　　　　　　　　i

たかたは除きます・　　　　　　　1■場　所　　　　　　　　　　　　1■休室日　　　　　　　　　　　　1
■開設会場・募集人員・時問　　　i　江南町母子センター　　　　　　i　3月9日㈱、3月16日㈱　　　　i

1，欝得離鱗協輸、i教育相談　i麗毒覇顯轄1灘毒i
孟鱗商4時5分　　i祭欝警輸驚覧日3（鍬献血にご協力をi
　2月1日から2月20日まで』　　iまでの間、教育相談をお受けして　i　最近はエイズやB型肝炎などが、i
■申込方法　　　　　　　　　　　1います。　　　　　　　　　　　　1献血の際に感染するのではないか　1
　・往復はがきに住所、氏名、電話　i　お子さんの教育上のことでお困　iという恐れから、・献血しようとす　i

番号、性別、生年月日、年齢、希　：りのことがありましたら、お気軽　：る人の足を遠のかせているともい　：
　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

望学園名などを記入し、返信はが　1にご相談ください。　　　　　　　1われています。　　　　　　　　　：
きの表欄にご自分の住所、氏名を　i　836－5468（直通）　　　　　i　しかし、献血で使う注射針や血　i
記入してください。　　　　　　　：　　36－1521（内線237）　　　　：液バックは’一人一回の使用に限　：

繋賑の健康．維持す．ためi舞麗議灘臨嚢1雛篇叢鍛禦惣i
　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　の学習　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　＿　　　　：多くのかたがたのために、またご　：
・教養を高めるための学習　　　i　　　第124回展示　　　i自分の健康状態を知るためにも、　i

●時代の変化に対応する学習　　1　埼玉の算額と和算家　　iご協力をお願いします・　　　　i
●社会参加を進めるための学習　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：目日時・場所　　　　　　　　　　：
●趣味を広げるための学習　　　　1　算額は、和算家自信が発見した　：　2月23日㈹午前9時30分～午前　：
■学習期間　　　　　　　　　　　i数学の問題や解法を記録して社寺　i11時30分まで　保健センター　　　i

　1年間　原則として月2回開講　1などに奉納した額である。　　　　1■献血できる人　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

■経　　費　　　　　　　　　　　：　本展示は、算額及び和算家の使　：　年齢16歳～64歳　　　　　　　　：
　入学費1，000円、授業料3，000円　i用した道具類、免許皆伝状などを　i　体重　男子45kg以上　　　　　　i
■申込先・間合せ　　　　　　　　1とおして、現代の高等幾何学との　：　　　　女子40kg以上　　　　　　：
　〒336浦和市高砂3－13－3　　i関連や県内和算家のレベルの高さ　i　前回採血から1ヵ月以上経過し　i
衛生会館内、（財）埼玉高齢者生きが　：を示そうとするものであり、また、：ているかた。　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

い振興財団　80486－31－2206　　：算額は長年の風雨にさらされて図　1■間合せ　　　　　　　　　　　　：

垂範毒灘謹1緩奎i舞総肖杢魏蘇鐵割馨罪欝㈱1妖3、11
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三
本
地
区
駅
伝
大
会

　
第
七
回
、
三
本
地
区
の
元
旦
字
内
駅

伝
が
例
年
に
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。
字
内
ご
と
に
六
地
区
の
選

手
が
五
・
七
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
七
区
間

に
分
け
て
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
特
色

あ
る
チ
ー
ム
編
成
で
熱
い
た
た
か
い
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
大
林
地
区
が
二
年

連
続
優
勝
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
綱
引
き
大
会
も
行
わ
れ
、

健
康
づ
く
り
と
字
内
の
親
睦
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
駅
伝
、

綱
引
き
、
そ
し
て
応
援
と
地
区
民
が
つ

ど
っ
て
元
旦
を
む
か
え
ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
（
撒
）
籍
瀦
）

押
切

　
金
子
真
弓
　
二
女
　
　
（
一
美
）

　
田
中
　
　
慶
　
長
男
　
　
（
淳
y

御
正
新
田

　
千
葉
　
望
央
　
二
女
　
　
（
祐
士
）

干
代

　
野
原
　
光
生
　
長
男
　
　
（
正
美
）

小
江
川

　
峯
岸
　
　
司
　
長
男
　
　
（
正
治
）

　
寺
山
　
泰
寛
　
長
男
　
　
（
孝
男
）

）

）




